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住
宅
提
牒
打

た
り
し
た
場
合
、
補
助
対
象
外

と
な
る
。
こ
の
た
め
、
住
宅
無

償
提
供
打
ち
切
り
で
厳
し
い
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
、
い
る
避
難

者
も
少
な
く
な
い
。

原
発
事
故
画
後
、
福
島
市
か

ら
千
葉
市
へ
高
校
生
だ
っ
た
娘

（
2
2
）
を
連
れ
て
避
難
し
た
女
性

（
6
2
）
は
住
宅
無
償
提
供
が
終
わ

っ
て
か
ら
、
公
営
住
宅
の
家
賃

菊
瞳
畦
ド
勅
命
尉
て
弗
コ
d
－
ノ
く

往
年
の
映
画
俳
優
の
ポ
ー
ト

レ
ト
ト
撮
影
で
活
躍
し
た
写
真

家
、
串
間
雄
二
さ
ん
（
1
9
：
1

6
～
9
5
年
）
の
作
品
を
集
め
た

企
画
展
「
激
動
昭
和
の
時
代
を

駆
け
抜
け
た
銀
幕
の
ス
タ
ー
た

ち
」
が
1
日
、
横
浜
市
中
区
の

日
本
新
聞
博
物
館
で
始
ま
っ
た

＝
写
真
＝
。
1
0
月
1
日
ま
で
。

軍
団
さ
ん
は
1
9
3
0
年
代

か
ら
、
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
マ
ン

と
し
て
多
く
の
名
擾
た
ち
の
撮

午
前
1
0
時
∫
牛
後
5
時
（
入

館
は
牛
後
4
時
学
ま
で
）
。
入
場

料
は
一
般
4
0
0
円
、
大
学
生

3
0
0
円
、
高
校
生
2
0
0
円
、

中
学
生
以
下
無
料
で
、
月
曜
休

館
（
税
目
の
場
合
は
火
曜
）
。

問
い
合
わ
せ
ば
同
館
（
0
4
5

・
6
6
1
・
2
0
4
0
）
へ
。

全
国
．
雷
醜
蛙

菌
削

機
器
半
数
使
い
回
し

全
国
の
歯
科
医
療
機
関
の
半
数

近
く
が
、
歯
を
削
る
医
漂
機
器
を

患
者
ご
と
に
交
換
せ
ず
に
使
い
回

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
、
2
0
1
7
年
の
厚
生
労
働
省

研
究
班
（
代
表
＝
油
単
宏
・
東
北

大
学
歯
学
部
教
授
）
の
調
査
で
わ

か
っ
た
。
使
い
回
し
が
7
割
弱
だ

っ
た
5
年
前
の
調
査
に
比
べ
て
改

善
し
た
も
の
の
、
院
内
感
染
の
リ

ス
ク
が
根
強
く
残
る
現
状
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

調
査
は
、
ド
リ
ル
を
取
り
付
け

」
5
年
前
か
ら
は
改
善

る
「
ハ
ン
ド
ピ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る

柄
の
部
分
の
管
理
に
つ
い
て
尋
ね

た
も
の
。
治
療
時
に
口
に
入
れ
る

た
め
唾
液
や
血
液
が
付
着
し
や
す

く
、
使
い
回
せ
ば
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
を
次
の
患
者
に
感
染
さ
せ
る
リ

ス
ク
が
あ
る
。
日
本
歯
科
医
学
会

の
指
針
は
、
患
者
ご
と
に
機
器
を

交
換
し
、
高
温
の
蒸
気
発
生
装
置

で
滅
菌
す
る
よ
う
定
め
て
い
る
。

調
査
は
日
本
歯
科
医
師
会
の
会

員
1
0
0
0
人
に
郵
送
で
行
い
、

1
7
年
2
月
ま
で
に
7
0
0
人
か
ら

回
答
を
得
た
。
機
器
に
つ
い
て

「
（
全
て
の
）
患
者
ご
と
に
交
換
」

と
答
え
な
の
は
5
2
％
。
5
年
前
の

1
2
年
調
査
（
銑
％
）
か
ら
飢
治
増

えた。
一
方
、
指
針
に
沿
わ
ず
に
「
感

染
症
患
者
と
わ
か
っ
た
場
合
」
「
血

液
が
付
い
た
場
合
な
ど
」
に
交
換

す
る
と
し
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
1
7

％
、
南
％
。
鞘
％
は
滅
菌
せ
ず
に

「
消
毒
薬
で
拭
く
」
と
回
答
し
た
。

厚
生
労
働
省
歯
科
保
健
課
は

「
改
善
傾
向
に
あ
る
が
満
足
で
き

る
水
準
で
は
な
い
。
講
習
会
な
ど

を
通
じ
、
院
内
感
染
対
策
の
重
要

性
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
」
と
請
し
て
い
る
。


